
可兒 明子（かに あきこ）

伝統の味に笑いをプラス
老舗蔵元の新たな挑戦
慶長五年創業。『カニ醤油』は九州でもっとも古い味噌･醤油の蔵元だ。420年以上の歴史を感じさせる外観だが、店内に入ると

その印象はガラリと変わる。伝統の味噌や醤油とともに｢黒だし番長｣｢ダーシィハリー｣といった名前の商品がズラリと並んでいる

のだ。老舗のイメージとは真逆の商品は、訪れた人たちを笑顔に変えてゆく。眺めているだけで楽しい店。買ったらもっと楽しい
店。それが『カニ醤油』だ。
店の看板娘は可兒明子さん。12代目店主･愛一郎さんの母だが、今も元気で店に立つ。｢昔は従業員も多かったけど、息子が臼杵に
帰ってきた頃は私たち夫婦だけになっていてね。暗くて商品も少ない店を見て、息子が『店が暗いのはユーモアがないからだ!』っ

ていったんです｣。それから店は変わった。愛一郎さんを中心に、小ロットで個性的な新商品を次々に開発。ダジャレのような商
品名も大いに話題となった。｢たくさん作ったけど、消えていった商品も多いんですよ。まあ、大量生産だったら、こんなことで
きませんよね｣と笑うが、その自由な発想も、伝統に裏打ちされた技があってこそ。良い意味で吹っ切れた老舗は、かくも軽やか
で鮮やかだ。｢足元は、つねに地元｣という『カニ醤油』。だがその眼差しは、もう少し遠くを見ているようだ。

Profile
別府から臼杵に嫁いで50年以上。名前通りの明るい笑顔で親しまれる、店の看板娘。
facebookやインスタグラムなどSNSを駆使して店の情報を発信している。

■大切にしていること
・いつでもお客様に笑いのある店 ・足元（地元）を大事に、目は世界に
・臼杵にカニ醤油有り

■学べること・できること
・商品開発やネーミング ・陳列や販売の工夫

■見てほしい観光地や味わってほしい味覚
・二王座 ・臼杵の自然 ・ふぐ（夏でも冬でも）

■私の“SDGs×＃〇〇”
＃大量購入を勧めない

歳月を重ねた外観。「鑰屋」（かぎ
や）はカニ醤油の屋号。

昔ながらの伝統の味噌。 ネーミングセンスが光るオリジナル
商品。

カニ醤油合資会社
〒875-0041 大分県臼杵市臼杵218番地
TEL 0972-63-1177
https://www.kagiya-1600.com
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